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５．放物線ｙ＝ａｘ２･･･①とｙ＝－－ｘ２･･･②

２

がある。それぞれのｘ座標が２である点をＡ、

Ｃとおく。四角形ＯＡＢＣが平行四辺形とな

るよに点Ｂをとる。Ｂの座標が（４，２）で

あるとき、次の問いに答えよ。

（ 関西大倉高等学校 H30 ）

（１）①の放物線の式を求めよ。

Ｂ（４，２）、Ｃ（２，－２）より

Ａ（２，４）である。

ａ＝１ Ａ． ａ＝１

（２）直線ＡＢとｙ軸が交わる点をＤとする。点Ｄを通り、平行四辺形ＯＡＢＣの面積を

二等分する直線の式を求めよ。

直線ＡＢ ｙ＝－ｘ＋６、 Ｄ（０，６）である。

平行四辺形の面積は、対角線の交点を通る直線で二等分される。

２点Ａ、Ｃの中点は（２，１）なので、
５ ５

求める直線は ｙ＝－－ｘ＋６ となる。 Ａ． ｙ＝－－ｘ＋６
２ ２

（３）点Ｂを通り、ｘ軸に垂直な直線上に点Ｐをとる。△ＯＣＰと平行四辺形ＯＡＢＣの

面積が等しくなるとき、点Ｐの座標を求めよ。ただし、点Ｐは２つある。

△ＯＡＣ＝△ＯＡＤなので、（０，12）を点Ｅとすると、△ＯＣＥ＝平行四辺形ＯＡＢＣ

である。点Ｅを通り直線ＡＢに平行な直線上に点Ｐがある。 Ｐ（４，８）

（０，－６）を点Ｆとすると、△ＯＡＣ＝△ＯＣＥである。

（０，－12）を点Ｇとすると、点Ｇを通り直線ＡＢに平行な直線上に点Ｐがある。

Ｐ（４，－16） Ａ． （４，８）、（４，－16）

（４）(3)で求めた座標のうちｙ座標が正のものを点Ｑとする。直線ＡＢと直線ＣＱの交点を

Ｒとおくとき、△ＡＱＲと平行四辺形ＯＡＢＣの面積比を求めよ。ただし、途中の考え方

や式も記入すること。

点Ｑ（４，８）であるから、四角形ＡＣＢＱは平行四辺形である。

点Ｒは平行四辺形の対角線の交点であるから、

△ＡＱＲ×２＝△ＡＢＣとなる。

△ＡＱＲ：平行四辺形ＯＡＢＣ＝１：４である。

Ａ． １：４
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